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本研究は, 千葉県南房総市の道の駅を起点とした地域活性化の可能性を, 利用者アンケート調査に基づ

き考察したものである. 深刻な人口減少と高齢化に直面する同市において, 市内 8 つの道の駅は観光ゲ

ートウェイおよび生活インフラの重要拠点として位置づけられている. 調査の結果, 従来の「高齢者の

休憩所」という定説に反し, 利用者の約 7 割が女性であり, さらに現役世代と学生層が全体の約 8 割を

占めるという実態が明らかとなった. 分析により, 地場産品の活用とスタッフの接客を通じた「情緒的

価値」が満足度に寄与していること, また施設が「立ち寄り先」から「目的地」へと進化することで顧

客ロイヤルティが飛躍的に高まることが示された. 今後は, 車依存からの脱却に向けた交通結節点機能

の強化と, 各駅の個性を活かしたネットワーク化を推進することで, 関係人口の創出と持続可能な地域

モデルの構築が必要であると提言する.  
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As NPOs are actors in civil society, their accountability must be fulfilled by disclosing their activities…This 

study examines the possibility of regional revitalization through Michi no Eki in Minamiboso City, 

Chiba Prefecture, based on a user questionnaire survey. In Minamiboso City, which is facing a 

serious population decline and aging, eight Michi no Eki in the city are positioned as tourist 

gateways and important bases of living infrastructure. As a result of the survey, it became clear 

that about 70% of the users were women, and about 80% of the total were working generation and 
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students, contrary to the conventional opinion that Michi no Eki was a rest stop for the elderly. The 

analysis showed that the “emotional value ” through the use of local products and the customer 

service of the staff contributed to the satisfaction, and that customer loyalty increased dramatically 

when the facilities evolved from a“ stopover ” to a “destination ”. In the future, we suggest that it is 

necessary to create a relevant population and build a sustainable regional model by strengthening 

the function of transportation nodes to break away from dependence on cars and promoting 

networking by utilizing the individuality of each station.  
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1. はじめに：本報告書の背景と目的 

 

日本全国で地方創生が叫ばれる中, 道路利用者のため

の休憩施設として発足した「道の駅」は, 今や地域経済を

牽引し, 地域の魅力を発信する「地方創生の核」へとその

役割を大きく進化させている. 特に, 人口減少と高齢化

が同時進行する地方自治体において, 道の駅は単なる観

光施設にとどまらず, 地場産品の販路拡大, 雇用創出, そ

して住民の生活インフラとしての多面的な機能を期待さ

れている. 千葉県南房総市は, 温暖な気候と豊富な観光

資源に恵まれながらも, 深刻な人口減少局面にあり, 地

域活力の維持が喫緊の課題となっている. 同市には, 全

国的に見ても稀有な「8 つ」もの道の駅が存在しており, 

また「重点道の駅」として位置づけ, ハード・ソフト両面

からの強化を図っている. しかし, 真に持続可能な活性

化を実現するためには, 現在の利用実態を正確に把握し, 

ターゲットのニーズに即した戦略の再構築が不可欠であ

る. 本報告書は, 南房総市における道の駅を拠点とした

地域活性化の可能性を探ることを目的とする. 具体的に

は, 市内の道の駅利用者に対するアンケート調査の結果

に基づき, 現在の主要顧客層を明らかにする. その上で, 

南房総市の人口動態や産業構造といったマクロな視点と, 

実際の利用者のミクロな視点を照らし合わせ, 同市の代

表的な道の駅である「とみうら枇杷俱楽部」や「三芳村

鄙の里」が果たすべき役割と, 今後の具体的な施策につい

て提言を行うものである.  

 

2. 南房総市の概要と政策 

 

2.1. 人口減少と加速する高齢化 

千葉県房総半島の最南端に位置する南房総市は, 全国

の地方自治体の中でも特に急速な人口減少と少子高齢化

に直面している. 最新の統計（令和7年4月1日現在）に

よると, 同市の総人口は33,832人となっており, 令和2年

の国勢調査時点と比較して約5年間で2,000人近く減少し

た. より深刻な課題は高齢化の状況である. 65歳以上の高

齢者が総人口に占める割合を示す「高齢化率」は 47.8%

に達しており, 市民のほぼ2人に1人が高齢者という状況

にある. この数値は千葉県内の全 37 市の中で第 3 位とい

う極めて高い水準であり, 医療・介護需要の増大や, 地域

コミュニティの維持機能低下が懸念されている. また, 

少子化の進行も著しく, 年間の出生数は 100 人を割り込

む水準で推移しており, 自然減による人口縮小に歯止め

がかからない状況である. 生産年齢人口（15〜64 歳）の

減少は地域経済の担い手不足に直結するため, 市外から

の定住促進だけでなく, 観光客などの「交流人口」や, 地

域と多様に関わる「関係人口」の拡大が, 自治体存続のた

めの生命線となっている.  

 

 

図1 南房総市の人口推移 

出所：南房総市「令和6年版南房総市統計書」1) 

 

 

図2 南房総市の高齢化率の推移 

出所：南房総市「要介護認定者数と高齢化率について」2) 

 

 

図3 南房総市の合計特殊出生率の推移 

出所：千葉県「各種厚生統計調査 合計特殊出生率」3) 

 

2.2.  産業構造と「道の駅」を核とした政策 
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南房総市の産業構造は, 豊富な自然資源を背景とした

第一次産業の比率が高いことが最大の特徴である. 経済

センサス等のデータに基づくと, 全産業に占める第一次

産業（農林水産業）の割合は約20%となっており, これは

千葉県全体の平均と比較して圧倒的に高い数値を維持し

ている. 特産品である「房州びわ」や花卉, 近海での漁

業は地域のアイデンティティであるが, これらを消費者

の元へ届ける第三次産業（卸売・小売業など約25%）との

連携強化が長年の課題であった. こうした背景から, 南

房総市は市内にある 8 つの道の駅を地域活性化の核とし

て位置づけている. 単一自治体としては全国有数の設置

数を誇り, 国土交通省からは地域活性化の拠点となる

「重点道の駅」に選定されている. 市では, これらの道

の駅を単なる物販施設としてではなく, 市外からの観光

客を呼び込む役割としての「ゲートウェイ機能」と, 高

齢化が進む地域住民に対し買い物支援や福祉の場を提供

する「地域センター機能」を併せ持つ拠点として整備し

ている. つまり, 同市における道の駅は, 地域外からの

人を呼び込む観光拠点であると同時に, 人口減少社会に

おける地域インフラとしての役割も担う, 極めて重要な

政策資源なのである.  

 

3. 調査概要と結果 

 

本章では, 道の駅の利用実態を把握するために実施し

たアンケート調査の結果について詳述する. 本調査は, 

道の駅（とみうら枇杷俱楽部・三芳村鄙の里）を実際に

利用した顧客を対象に行われ, 性別および年代・属性に

関する有効回答を得た. 回答総数は73件と限定的ではあ

るものの, そこから読み取れる利用者の傾向は, 従来の

「道の駅＝高齢者の休憩所」というステレオタイプとは

異なり, 非常に興味深い結果の得られるものであった.  

 アンケートの設問は, 下記の表に示すとおりである. 

内容は回答者の属性（問１～５）, 道の駅の満足度（問

６～１２）, 交通拠点としての役割（問１３～２０）, そ

の他道の駅に対するご意見, に関する問いを作り, 合計

２１問とした. また, 結果は駅ごとにグラフや表を用い

て下記に示した.  

まず「性別」の構成比を見ると, どちらの道の駅も女

性が65%以上, 男性が35%以下という結果となった. 女性

の利用者が男性の約 2 倍を占めているという事実は, 道

の駅における購買決定権や立ち寄り先の選定において, 

女性の意向が極めて強く反映されていることを示してい

る. これは, 単なる移動の通過点としての利用以上に, 

買い物や飲食, 雰囲気そのものを楽しむ「目的地」とし

ての利用動機が, 特に女性層において高いことを推測さ

せる. 次に「属性（年代）」の構成比を見ると, どちらも

生産年齢人口にあたる「20〜64歳」と「高校生・大学生」

の層を合わせた割合が, 約 80%と非常に多くを占めた構

成となっている. 特筆すべきは, 一般的に道の駅の主要

顧客と思われがちな高齢者層（65歳以上）よりも, 学生

層の割合が高い点である. また, 現役世代（20〜64歳）

が 6 割を超えていることから, 平日・休日を問わず, フ

ァミリー層やアクティブな観光客, あるいはビジネス利

用の立ち寄りなど, 経済活動が活発な層が道の駅の主要

な支え手となっていることが確認できた. これらのデー

タは, 今後の施策において, 若年層や現役世代, そして

女性をターゲットとしたコンテンツ開発が急務であるこ

とを示している. また, 「65歳以上」の割合について, 枇

杷俱楽部が14.3%であるのに対し, 鄙の里は21.4%という

結果が得られたことも興味深い点である. これは, 鄙の

里がより高齢者にとっての憩いの場として機能している

ことを示している. 続いて「来訪客の住まい」の構成比

を見ると, どちらも「首都圏（千葉県外の東京, 神奈川, 

埼玉など）」が多くを占めており（枇杷俱楽部 58.5%, 鄙

の里44.4%）, 次いで多いのが「道の駅から1時間圏内（南

房総市外の近隣市町村など）」であった（枇杷俱楽部 17.6%, 

鄙の里25.9%）. ここで注目したいのは, 「南房総市」か

らの顧客の割合だ. 枇杷俱楽部が 2.9%, 鄙の里は 11.1%

となっており, 枇杷俱楽部は外部からの観光客が多く

「ゲートウェイ機能」を, 鄙の里は地域住民の来訪が多

く「地域センター機能」をそれぞれの道の駅が有してい

ることが見て取れる. 次に「道の駅の来訪目的」につい

てだが, 枇杷俱楽部は「特産品の加工品を購入する（び

わゼリー, 乳製品など）」を選択した人が多く, 鄙の里は

「食事処・レストランを利用する」「休憩やトイレ利用の

ため」が多い結果となった. 「地域交通の乗り換え」を

選択した人はどちらも少なかったが, 比較すると枇杷俱

楽部の方が交通拠点としての役割を担う可能性を持って

いることがわかる（枇杷俱楽部7人, 鄙の里1人）.  

 続いて, 道の駅の顧客満足度を調査した５段階評価

の調査項目について検討していく. 枇杷俱楽部では, 

「特産品を利用した加工品の品揃えと品質における満足

度」や「この道の駅の加工品は, 地域の特産品を活かし

ていると感じる」といった特産品を使用した加工品の項

目が高い評価を得ている. 一方, 鄙の里は「食事処・レ

ストランのメニューと味における満足度」や「接客やス

タッフの対応における満足度」の項目が比較的高い評価

を得ていることがわかる.  

 最後に, 交通拠点としての役割に関する調査項目に

ついて検討する. 両駅ともに道の駅までの交通手段は

「自家用車」の割合が大きく（枇杷俱楽部59.5%, 鄙の里
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62.1%）, 「この道の駅は交通の拠点として役に立ってい

る」と感じる人がほとんどであった（枇杷俱楽部 95.0%, 

鄙の里96.3%）. 一方で, 「この道の駅は他の交通機関（鉄

道, バス, 自転車道など）との接続が便利だと感じるか」

という問いには, 枇杷俱楽部は「とても便利」「やや便利」

と答えた回答者が 50％と半数を占めているのに対し, 鄙

の里は「どちらともいえない」の割合が50％を占め, 「と

ても便利」「やや便利」と答えた回答者は32.1%であった. 

また, 道の駅の「利用頻度」はどちらも「半年に一回程

度」と答える人が最も多く, 次いで「月に一回」を選択

する回答者も多かった. また, どちらの道の駅も「立ち

寄り目的」として利用する訪問客が多く（枇杷俱楽部

90.7%, 鄙の里 79.3%）, 道の駅を訪問した後に南房総市

内や千葉県内の他の施設に行くという方も多く, これら

二つの道の駅が地域周遊観光の拠点となっている可能性

を示唆することができた.  

 

4. 調査概要と結果 

 

本調査結果から, 主に４つのことが分かった.  

第一に, とみうら枇杷俱楽部が有する交通面での特徴

として, まず来訪手段が自家用車に大きく依存している

構造が明らかになった. アンケートでは, 来訪者の約 6

割が自家用車を利用しており, バスは 3 割弱, 徒歩・自

転車はごく少数に留まった（図参照）. このことは, 本

駅が「車での来訪を前提とした施設」として機能してい

ることを示しており, 現状では他の交通機関との乗り継

ぎ拠点としての役割が限定的であることがわかる. 実際

に, 鉄道・バス・自転車などとの接続性について尋ねた

項目では, 「やや便利」「どちらともいえない」がそれぞ

れ約3割を占め, さらに「あまり便利でない」「全く便利

でない」と回答した利用者も約3割存在した. つまり, 全

体の 3 分の 1 が接続の不便さを感じているという結果で

あり, 本駅が地域交通の結節点として十分機能している

とは言い難い状況にある. また, 道の駅を経由して他の

交通手段に乗り換えたかを尋ねた項目では, 「乗り換え

をしてない」が 3 割とやや少数な数値であるが, 実際の

乗り換え手段は車, バスと限定的であった. この点から

も, 本駅が交通ハブとして利用される機会は現状では少

なく, 乗り換え拠点としての潜在機能が十分に活かされ

ていないことが示唆される.  

一方で興味深い点として, 利用者の約 95％が「道の駅

が地域の交通の拠点として役立っている」と認識してい

るという結果が得られた. これは, 接続の利便性が決し

て高くないにもかかわらず, 本駅が地域住民にとって

「移動の基準点」や「目的地の目印」として心理的・地

理的な拠点として意識されていることを示唆している. 

すなわち, 利用者は「乗り換えの利便性」という狭義の

意味ではなく, 空間的な位置づけとしての“拠点性”を

評価している可能性が高い.  

以上の結果を踏まえると, 枇杷俱楽部が今後交通面で

果たし得る役割としては, ①既に地域住民から認知され

ている「地理的拠点」としての価値を活かしつつ, ②公

共交通との連携を強化し, バス・鉄道・自転車などの二

次交通を統合することで, 地域内モビリティのハブとし

ての機能を高めることが挙げられる. 特に, 時刻表の連

携, バス停の配置改善, 駅とのシャトル便の導入, カー

シェアやレンタサイクルの整備などは, 接続性改善の具

体的施策として有効であると考えられる.  

さらに, 来訪者の多くが 1 時間圏内の地域住民である

ことから, 本駅は観光拠点に留まらず, 日常的な移動や

買い物行動を支える生活交通のノードとして機能し得る. 

特に高齢者の移動支援において, 地域交通との連携強化

は大きな効果が期待される. したがって, 本駅が地域の

交通結節点としての価値を高めるためには, 車依存型の

構造から段階的に脱却し, 多様な交通手段が交差する

「持続可能な地域モビリティの中心拠点」へと進化させ

ることが重要である.  

第二に, 利用者の満足度項目を精査すると, 両駅とも

に「地域の特産品を活かしている」という項目が全評価

中で最高得点を記録した. 具体的に「枇杷俱楽部」では

4.03点, 「鄙の里」では3.93点と高水準を維持しており, 

利用者が道の駅に対して「その土地ならではの付加価値」

を強く認識し, 高く評価していることがわかる. 興味深

いのは, 「お土産として勧めたい・リピートしたい」と

最も強い相関を示したのが, 「接客やスタッフの対応」

であった点である. これは, 利用者が単なる商品の購入

だけでなく, 現場での対人サービスを通じて施設への情

緒的なつながりを深めていることを示唆している. つま

り, 道の駅の満足度は「地域資源の物語性」と「人的な

ホスピタリティ」の両輪によって支えられており, これ

らが融合することで顧客の「愛着」が醸成されていると

考えた.  

第三に, 施設の利用形態と持続可能性の観点から分析

を行うと, 来訪目的の違いが満足度に顕著な影響を与え

ていることが判明した. 「鄙の里」においては, 利用者

の20%が「目的地」として来訪しており, これは「枇杷俱

楽部」の約9%と比較して2倍以上の数値である（図参照）. 

「目的地」として訪れた層は, 接客満足度が4.20点と突

出して高く, 単なる「立ち寄り目的」の層（3.80点）を

大きく引き離している. このことは, 施設が「ルート上

の休憩点」から「わざわざ訪れる価値のある目的地」へ
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と引き上がることで, 顧客満足度が飛躍的に向上し, 結

果として強固なリピーター層が形成されることを示して

いる. 持続可能な地域経済の構築において, 「立ち寄り

客」を次の目的地に促す周遊的な機能に留まらず,  

目的を持って来訪する「ファン」の更なる獲得をして

いくことで, 経営基盤の安定化に繋がってくるのではな

いかと考えた.  

最後に, 利用頻度に着目すると, 月 1 回以上の頻度で

来訪する「高頻度利用者」が全体の約 2 割から 3 割存在

している. 交通の便が必ずしも「とても便利」とは言い

切れないという, 「どちらともいえない」が約 5 割を占

める中で, これだけの頻度で来訪がある事実は, 道の駅

が単なる商業施設を超え, 地域生活やレジャーにおける

「心理的な拠点」として定着していることを裏付けてい

る.  

以上の結果を踏まえると, 南房総市の道の駅が今後持

続可能性を高めるための具体的施策としては, ①既存の

強みである「特産品活用」をさらに深掘りし, 他地域で

は代替不可能な体験価値を創出すること, ②スタッフの

接客の質を引き上げ, 顧客との情緒的な接点を増やすこ

と, が挙げられる. 結論として, 道の駅の持続可能性は, 

物理的な利便性の追求のみならず, 地域への「愛着」を

いかに醸成できるかにかかっている. 今回の調査で明ら

かになった「目的地化」の傾向を加速させ, 利用者一人

ひとりが「南房総のファン」として継続的に関わる仕組

みを構築することこそが, 人口減少社会における地域活

性化の突破口となるのではないかと考える.  

 

5. おわりに：持続可能な地域モデルの構築に向けて 

 

本報告書では, 南房総市の地域活性化における「道の

駅」の重要性と顧客満足度調査に基づく利用者属性の分

析を行ってきた. 限られたサンプル数ではあるものの, 

調査結果は従来の「道の駅＝高齢者ドライバーのための

休憩施設」という固定観念を覆すものであった. 女性利用

者が67.1%を占めるという事実, そして20〜64歳の現役

世代（61.1%）と学生層（20.8%）が主要な顧客であると

いうデータは, 道の駅がすでに地域経済を牽引する商業

拠点として機能していることを実証している.  

南房総市にとって, 今後の活性化の鍵は各施設が協働

し, 地域全体として機能することにある. 市内にある8つ

の道の駅が, それぞれ個別の集客施設として競争するの

ではなく, 本調査で明らかになったターゲット層のニー

ズに合わせて連携することが求められる. 例えば, 高い

集客力を誇る「とみうら枇杷俱楽部」が女性客や観光客

を惹きつける「入り口」となり, そこから「三芳村鄙の里」

のような農業体験や実需型の施設へと誘導するような経

済圏の構築である. 女性客や若年層が高い割合で来訪し

ている現状は, こうした周遊観光を促進する上で有利な

土壌があることを示唆している.  

また, 今回の調査のように, 利用者の属性をデータと

して可視化し, PDCA サイクルを回すことの重要性も浮

き彫りになった. 人口減少が進む南房総市において, 経

験や勘だけに頼った観光施策は限界を迎えている. 「誰

が」「何を求めて」来ているのかを常に把握し, 変化する

顧客層（特に増加傾向にある女性や若者）に即したコン

テンツを提供し続けることこそが, リピーターの獲得と

関係人口の創出につながる. 道の駅は, 単なる物販施設

ではない. そこは地域の農産物が金銭的価値に変わる場

所であり, 都市住民と地域住民が交差するコミュニティ

の結節点である. それぞれの道の駅が持つ個性を磨き上

げ, ネットワークとして機能させることで, 南房総市は

「選ばれ続ける地域」としてのブランドを確立できると

確信している.  
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注 

1) 南房総市(2024)参照.  

2) 南房総市(2025)参照.  

3) 千葉県(2022)参照.  
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付表１ 調査票の設問 

 
 

付表 2.1「とみうら枇杷俱楽部」に関する分析

結果 
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付表 2.2「三芳村鄙の里」に関する分析結果
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